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1.は し が き 表1第2回 調査回収率'

最近,各 地の工場,事 業所 な どにおける職域給食は,

戦前,戦 後のただたべ させ るだけの給食か ら脱却 して,し

だいに改善 され てきてい る。特 に 目立 って きた ことは,

職域給 食は経営者 に とっても労務管理上重 要視 され るよ

うにな った ことである。福利厚 生のための給食は,栄 養

価 の高 い食 事を比較的 安価 にたべ させ る以外 にも,オ ー

トメー ション化 され て単調 にな りつつあ る職 域作業か ら

気分転 換を はかる ための 憩 の揚所 として も大切 である。

また一 方,同 一 の食事 をす る ことに よって,職 域 の上下

階層間 に人 間的 なつ なが りを得 ることも出来,そ してそ

れ らが仕事 の能率 向上 に役 立っている ことは,経 営者内

にも認識 されて きたのである。

しか し,職 域給食は,学 校 給食,病 院給食 など と比較

して経 営の様式が広範 囲であ り,ま たそれ に よって給食

の形態 も施 設に よ り異 な り非 常に 複雑で ある。そ のた

め,科 学的 な給食経営 につい ての参考 資料 もほとん どな

い現状 である。 この研究 は集 団給食 のあ りか たにつ いて

の規準 を得 て,合 理的 な運営 のための基礎資料 にす る 目

的で さきに発表 した もの の補足 であ り,ま た その続 きで

お こな うものの一部 である。 す なわち 第1報1)に,直

営 と委 託について,給 食 の規模,給 食 回数,食 費,給 食

数 と給食従業員数 との関係 な どについ て報告 したが,今

回は さきの給食数 と給食従業員数 との関係 の補足 と,給

食施設特 に建物について の調査研 究の結果 をのせ る。
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表2産 業 別 分 類

産 業 別 施 設 数 率

1製 鉄,製 鋼

2機 械,金 属,自 動車
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4化 学,製 薬

5繊 維

6食 品

7事 務,商 事
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2.調 査 の 方 法

調査 の時期は,第1回 は昭和36年4月 ～6月 で,第

2回 の調査 は昭和36年7月 ～8月 である。東京都,神

奈川県,愛 知県,大 阪府,兵 庫 県の各都府県 内にある200

か所の給食施設 を選定 して調査用紙 を送付 した。 その結

果,第1回 は94か 所,第2回 は80か 所 から回答 が

寄せ られた ので,そ れについ て集計 したものである。

3.調 査 の 結 果

(1)給 食従業員数

第mに お いて延食数 または昼食数 と給食従業 員数 ま

た は労働延時 問数 との関係 をし らべ た結果,こ れ らには

相 当高い 相関 関係 があるこ とが わかった。 そ こで給食数

に応 じて従業員数の規準値 を算出す るための1つ の方法

として一 次方程式 を算 出したが,こ の式では給食数500

食以下 のよ うな小 さい給食施設 には応 用できないので こ

れ らを修正 した二次方程式y=Clanを 算出 した。

関係式 は次 の表 のよ うになった。 これを図に表わ した

の が第1図 か ら第6図 である。

表3給 食数と給食従業員数,労 働延時間数との関係式

関 係 式

*StudyontheStandardofGroupFeeding(Part2)

OntheInstitutionforFeeding‐Especiallyon

Building.

**KimikoTsuchimoto

人

員

時

間

給食従業員総数と延食数

給食従業員総数と昼食数

炊事作業員数と延食数

炊事作業員数と昼食数

炊事作業員の作業時間数と延食数

炊事作業員の作業時間数と昼食数

y=o.118x°'7第1図

y=0.169x° °7第2図

y=o.0424x° °8第3図

y=0.139x° °7第4図

y=o.160x° °9第5図

y=1'181x°'7第6図
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関係式のxに 延食数 また は昼食数 を代 入すれば,給 食

従業員数 または労働延時間数yを 算 出 す る ことが でき

る。 この式で得 られた ものは,施 設,設 備,給 食 形態,

給食時間 などの因子 に影響 されやす いので概 数的な数字

であ ることを念頭 におかねば な らない。
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(2)調 理 場の建物

調 理場 の建 物が独 立 してい るか ど うか は,工 場,事 業

所 の立地条件 による ものであ るが集計の結果は第4表 の

よ うになった。

調 理場 の建 物が独立 してい る方が給食管理 の面 で特 に

よい とい うわけではないが,独 立 していれば調理場 の採

光,排 水 な ども便利 であ り,食 堂の環境 を良 くす るこ と

も比較的 楽にするこ とがで きる。調査の結果 では独立 し

た建 物の場合 は49例 の うち2階 建の ものは10例 あっ

た 。弱電 では特に多 く独立建物の 中半分 は2階 建 であ

る。

2階 建 の場 合は調 理場での上下の運搬方法 につい て合

理 的な方法を考えなければ な らない であろ う。事務 商

事 会社 においては全 部が他 の建物 に付属 し,し か も5階

～7階 な どの高い階に 施設 されてい る ことが わか
った。

また地 下は弱電 と繊維に1か 所 ずつ の2施 設であ った。

とか く独 立 しない場合 の食 堂は地 下に追いや られ勝ちで

あるが,地 下の環 境は採 光,換 気な ど調理場の衛生の面

か らも,ま たおそ らく調 理場に付属 してい ると考え られ

る食 堂での食 事 を考えて も地 上の環境に くらべて劣 るの

で,地 下はでき るだけ さけ ることが望ま しい。

高 い ビルに給食施設 を設 ける場合は換気,採 光,排 水

のみな らず,は え,ね ずみな どか ら隔離す ることの でき

る点な どを考えあわせて高い階に調理場 を作 るのが好 ま

しい。

(3)建 築 様 式

調 理場の建 築様式は第5表 の よ うにな った。木造及び

表4調 理 場 の 建 物
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表5調 理 揚 の 建 築 様 式

蘭 蜘 機艨調 弱制 僻 酬 繊維 食 品1輜 醐 計 %
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表6床 の 材 質

床 の 材 質 陳畑 階1動舗 弱劃 觧 鰈1雛 除 副 事務醐 計 %
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0
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懸
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計 3 21 12 13 17 8 6 80 100

木造 モルタル塗 りな どの建 築が47.5%で 鉄 筋 コンク リ

ー トな ど恒久的 な建 築材料に よるものが52 .5%で あっ

た。調理場 は水 を多 く使 い,温 度 も湿度 も高 い ところで

あ り鉄筋 コンク リー トな どの建築 材料 が望 ま しい。木造

の場合 はモルタル塗 りでない方が よい。

(4)床 の 材 賓

調査 の結果 は第6表 の ようになった。

コンク リー トを用 いている ところが78%で 最 も多い。

これは安価であ り施工 も簡単 で あるため と考え られ る。

みかげ石は施 工が よければ最上の材料であ ろ うが,1ヵ 、

所のみであ った。 タ イ ル は 滑 面,粗 面,凹 凸面 な どが

20%利 用 され ている。現在 外国な どでは 衛生的 に床 は

いわゆ る ドライ システム2)を 採用 してお り,な るだけ床

をぬ らさない工夫 をしてい る。衛生面 を考えれば ドライ

システ ムの方 が望 ま しいか ら,今 後 は ク リンカータイル

と呼ばれる釉 かけのや きものや,ビ ニール タイルな どが

利用 されるよ うにな ると考え られ る。

表7壁 の 腰 の 部 分 の 防 水
直

蘭 剃 簡動鋼 弱剣 化学蜘 繊維1飾 睡 醐 計 %

タ イ ル

セ メン トモル タル

ペ ンキぬ り

そ の 他

0

2

1

0

3

9

9

0

1

8

3

0

3

7

2

1

4

11

1

1

2

4

1

1

5

1

0

0

18

42

17

3

22.5

52.5

21.2

3:8

計 3 21 12 13 17 8 6 80 100.0

(5)壁(腰 の部分)の 防水

壁の腰の部分の防水 方法 につ いての回答 は第7表 の よ

うにセメ ントに よるモルタル塗 りが52.5%で 最 も多い。

しか しタイル張 りのよ うな衛生的 にす ぐれ てい る ものが

調理場 にも多 くなってきてい る。

表8調 理場の窓の方向1

(6)窓

窓 につい ては方 向 と長 さをしらべ た。窓 の方 向につい

ては第8表 及び 第9表 の よ うな結果が出た。

窓 は2方 また は3方 にあ るものが一番 多いが窓のな

い施設 も1か 所 回答が あった。これは地下の施 設で ある。

方 向は東側 が最 も多 く80か 所 中34施 設に東向の窓が あ

り,北,南,西 の順 であった。

窓 の大き さについ ても回答 を求 めたが,回 答形式が ま

陣 設剃%
調理場の1方 に窓があるもの

調理場の2方 に窓があるもの

調理場の3方 に窓があるもの

調理揚の4方 に窓があるもの

窓のないもの

不 明

計

15

28

24

9

1

3

80

19%

35%

30%

11%

1%

4%

100%

表9調 理揚の窓の方向II

方 向i北

施劃 ・・

北 東

12

東

34

南東

10

南

29

南西

14

西

26

北西

11
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表10防 虫 網

1蠍 蜘 機髷鐙 弱電 陣 製剰 繊維 険 副 輜 醇 計 %

防 虫網 有

{贈籌
防 虫 網 無

不 明

3

{1・
0

0
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6
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1

2

1

2

10

6

4

0

0

2

0
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8

4

1

0

0

0
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4

11

1

0

1

0

8

5

3

0

0.

0

0

5

4

1

0

0

1

0

73

34

34

3

2

91.3

5

2

6.2

2.5

計 3 21 12 13 17 8 6 80100

ちま ちで集計で きなか った。 あ らた めて調査す る予 定で

あ る。

次に調理場の窓に は防 虫網 を張 るこ とになっているが

その材質は第10表 の よ うにな った。網のあ る施設は73

施設で91%で あ りほ とんど普及 されてい るこ とがわか

った。

(7)二 重 屋 根

回答 には二重屋根 を もってV・る施 設33,な い施設36,

不明11で あった。二重屋根 は調 理場 の屋 根 として有効

である。 また天窓 のあ る施設は2か 所であ った。

(8)調 理場 その他の面積

面積 につ いては調 理場,仕 込室,配 膳室,ボ イ ラー室,

事務室,休 憩室,倉 庫,食 堂,と にわけて質問 し回答 さ

れ た数値 と給食 数 との関係 をしらべた。昼食数 との間 に

深 い関係があ ると考え られ るのは,調 理室,仕 込室,配

第7図 調理室面積と昼食数との関係

第8図 調理及び仕込室の合計面積と昼食数との関儒

第9図 仕込室面積と昼食数との関係

膳室,休 憩室,食 堂の面積で あ り,延 食数 との 間に関係

深いのは,事 務室,倉 庫 の面積 である。なお,配 膳 室,

ボイ ラー室は回答数が少 なかった ので除外 した 。

それぞれの 関係 は第7図 か ら第13図 ま でである。 関

係式はy=a+axの 直線 と,そ れ を修 正 したy=axnで

表わす曲線 とを算 出 した。それ をま とめて第11表 とし

た。それぞれ の関係式 のxに 昼食数 また は延食 数を代
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表11面 積と給食数との関係式

関 係 式

調理室面積と昼食数

調理,仕 込両室の合計面積と
昼食数

仕入室面積と昼食数

事務室面積と延食数

休憩室面積と昼食数

倉庫面積と延食数

食堂面積と昼食数

y=45.9十 〇.0675x

y=1.916xo.s
第7図

y=18.2-}-0.0932x

y=2.139x° ・6
第8図

海 揚脚 ゜325繍・図

ごソ:=5.94十 〇.0046x

ッ=0.187x° ・6 第10図

y=s.i十 〇.00bbx

ニソニ0.0623x° ・8
X11図

y=12.31-}-0.0179x

ニソ==0.1053x° ・8
X12図

y=-7°.1+°,465x13

y=0.947x° ・9図

入すれば,面 積yを 算 出す ることができる。特 に調 理場

な どでは給食数 に よって設備する機械器具 も異 な って く

るので,こ こに得 られ た ものはあ くまでも概数 である こ

とを念頭 におかね ばな らない。

4.ま と め

職域におけ る集 団給食の合理的な運営 をおこな うため

の基礎資料 を得たい との考えでお こなっている調 査研究

の一部であ る。今回 は昭和36年7月 ～8月 に,東 京,

神奈川,愛 知,大 阪,兵 庫の各都府県 内にある200の

給食施設に対 し,主 として給食施 設(建物)に つ いての ア

ンケー トをとった。それに回答 を寄せ られた80施 設に

ついての集 計に よって次の諸点 をあき らかにす る ことが

できた。

1)第 一報にお ける給食従業員数また は労働延 時間数

と延食数または昼食数 との関係式(一 次方程式)を 修正 し
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y=axnで 表わ した。第1図 ～第6図 参照 。

2)調 理場 の建物 は独立建物が61.2%,独 立 していな

い ものが36.3%で あ った。 独立建物の うち2階 建が

20.4%あ った。他 の建 物に附属 してい る場合 は地 上一階

が一一番多 いが5^'7階 な どの高い階に も調理場があ るこ

とがわかった。

3)調 理場 の建 築 様 式 は木 造,木 造 モル タル塗 りが

47・5%で,鉄 筋 コンク リー トな ど恒 久的な材料の ものが

52.5%で あ った。

4)床 の材質 は,コ ンク リー トが78%で 最 も多 くタ

イルは20%で あった。みかげ石の ところが ユ施設 あっ

た。

5)壁 の腰 の部分の防水 はセメ ン トが52.5%で 一番

多 く,タ イル225%,ペ ンキぬ り21.2%で あった。

6)窓 は調理場の2方 にあるものが35%,3方 にあ

るものが30%で あ った。窓の方向は東が一一番多 く北,

南,西 の順 であった。防虫網は91%に あ り,金 網,サ

ランが多 く使用 されてい るこ とが わかった。

7)二 重屋根は33施 設 にあった。 また天窓 は2施 設

にあった。

8)調 理場,仕 込室,事 務 室,休 憩室,倉 庫,食 堂の

面積 と昼食数または延食数 との関係 を求めy=axnの 曲

線 の関係式 を算出 した。第7図 ～第13図 参照。

終 りに この研究 をお こな うにあた り,労 働科学研究所

の高木和男先生には終始親切に御指導 をいた だいた。厚

く御礼を 申し上げ る。また御多忙中回答 を寄せ られた各

集団給食施設の担 当者のかたがた に感謝す る。
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